
８
月

●
開
催
中
〜
8
月
24
日

大
韓
民
国
中
等
教
育

日
本
語
教
師
研
修

韓
国
政
府
と
協
力
し
、
同
国
の
中
等
教

育
の
日
本
語
教
師
を
招
へ
い
し
、
日
本

語
、
日
本
語
教
授
法
、
日
本
文
化
の
研

修
を
行
な
う
。
7
月
25
日
よ
り
／
日
本

語
国
際
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
）

９
月

●
9
月
22
日

『
日
本
語
教
授
法
シ
リ
ー
ズ
』
シ
リ

ー
ズ
９
「
初
級
を
考
え
る
」
説
明
会

執
筆
し
た
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
専
任

講
師
が
、
教
材
を
使
っ
て
、
教
育
現
場

で
ど
ん
な
工
夫
が
で
き
る
か
を
参
加
者

と
と
も
に
考
え
る
／
凡
人
社
麹
町
店

（
東
京
）

■
国
内
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■■
■■

８
月

●
開
催
中
〜
8
月
25
日

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
公
演
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
踊
り
に
行
く
ぜ
!!
」

ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ

ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
２
０
０
０
年

度
か
ら
毎
年
日
本
国
内
で
実
施
し
て
い

る
ツ
ア
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
踊
り
に

行
く
ぜ
!!
」
初
の
海
外
公
演
。
日
本
の

４
名
の
振
付
家
の
作
品
の
上
演
お
よ
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
う
／
８
月
17

日
　
パ
ト
ラ
ワ
デ
ィ
ー
シ
ア
タ
ー

バ

ン
コ
ク（
タ
イ
）
／
10
日
〜
11
日
　
ア

ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ

バ
ン
グ
サ（
マ

レ
ー
シ
ア
）
／
24
〜
25
日
　
フ
ィ
リ
ピ

ン
国
立
劇
場
　
ス
タ
ジ
オ
シ
ア
タ
ー

「
バ
ト
ゥ
ー
テ
」（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

ー
ジ
に
特
集
記
事
あ
り
）
／
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
館（
イ
タ
リ
ア
）

●
8
月
21
日
〜
9
月
2
日

日
本
映
画
祭
２
０
０
７

マ
レ
ー
シ
ア
独
立
50
周
年
、
国
交
50
周

年（
友
好
年
）で
あ
る
本
年
は
、「
友
情
」

と
「
集
団
の
力
」
の
二
つ
を
軸
に
、
近

年
に
制
作
さ
れ
た
８
本
の
日
本
映
画
を

上
映
予
定
／
Ｇ
Ｓ
Ｃ
ミ
ッ
ド
バ
レ
ー
ほ

か
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

９
月

●
9
月
25
日
〜
10
月
22
日

美
麗
新
世
界：

当
代
日
本
視
覚
文
化

現
代
美
術
を
中
心
に
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
、建
築
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
芸
術

分
野
か
ら
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と

■
海
外
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■■■

←

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
今
秋
、

日
印
交
流
年
の
一
環
と

し
て
、
①
展
覧
会
、
②
５
名
の

作
家
に
よ
る
イ
ン
ド
各
地
で
の
滞

在
制
作
、
③
滞
在
制
作
の
成
果

発
表
、
と
い
う
３
つ
の
要
素
か

ら
な
る
美
術
交
流
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
は
「
消
失
点

―
日
本
の
現
代
美
術V

anishing

Points:
C

ontem
porary

Japanese
A

rt

」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、

と
も
す
れ
ば
、
内
面
性
を
捨
象

し
た
軽
や
か
で
表
層
的
な
言
説
で

語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
日
本
の
現

代
美
術
の
、
個
々
の
作
品
が
も

つ
奥
行
き
に
焦
点
を
あ
て
た
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

歴
史
の
残
響
、
記
憶
の
断
片
、

あ
る
い
は
、
今
こ
こ
に
あ
る
体
が

一
種
の
消
失
点
と
し
て
、
作
品

に
い
か
に
練
り
こ
ま
れ
、
観
者
に

作
用
す
る
の
か
を
問
い
か
け
つ

つ
、
現
代
を
生
き
る
日
本
の
作

家
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
２
０
０
７
年
８
月
〜
９
月
﹈

Japan 
Foundation

Event 
Calendar

72

「消失点―日本の現代美術」が
インドで開催されます

〈右上〉石原友明
『Self Portrait―二条城
#2』2003年

〈右下〉ノーヴァヤ・
リューストラ
カフェ・リュースト
ラ：1000T4UProject
釜山ビエンナーレ2004
2004年 釜山市美術
館（韓国）

〈左上〉木村崇人
『木漏れ日プロジェクト』
2003年 越後妻有ア
ートトリエンナーレ

〈左下〉祐成政徳
『Friendship』2004年
Bank ART1929
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●
開
催
中
〜
9
月
22
日

「
川
内
倫
子
」
写
真
展

日
本
人
写
真
家
川
内
倫
子
氏
が
06
年
に

ブ
ラ
ジ
ル
各
地
を
廻
り
、
日
常
よ
り
切

り
取
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ
ジ
ル
像
を

紹
介
／
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
代
美
術
館
（
ブ

ラ
ジ
ル
）

●
開
催
中
〜
11
月
21
日

第
52
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
国
際
美
術
展
　
日
本
館

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
・
港
千
尋
と
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
岡
部
昌
生
が
、「
わ
た
し
た
ち

の
過
去
に
、
未
来
は
あ
る
の
か
―The

Dark
Face

ofthe
Light

」
を
テ
ー
マ
に
、

か
つ
て
広
島
の
軍
港
駅
で
あ
っ
た
、
宇

品
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
縁
石
を
フ

ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ（
擦
り
取
り
）し
た
作
品

を
中
心
に
展
示
す
る
ほ
か
、
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
市
内
や
日
本
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
な
う
。会
場
内
で
は
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ

ュ
の
体
験
も
で
き
る
。（
本
誌
1
〜
3
ペ

い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
通
し

て
、
90
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
日
本
の

視
覚
文
化
の
諸
様
相
を
呈
示
す
る
。
9

月
26
日
に
は
、
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
の
現
代
美
術
と
社
会
を
考
え
る
」

を
開
催
／
北
京
（
中
国
）

●
9
月
29
日
〜
10
月
20
日

２
０
０
７
年
文
楽
全
米
ツ
ア
ー

大
阪
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
姉
妹
都
市

提
携
50
周
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
協

会
創
立
百
周
年
を
記
念
し
、
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
の
全
米
６
都
市
巡
回
公
演
を
実

施
。
本
公
演
の
前
後
に
は
レ
ク
チ
ャ

ー
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

企
画
。
米
国
で
本
格
的
な
文
楽
公
演
が

実
現
す
る
の
は
、
１
９
９
２
年
以
来
15

年
ぶ
り
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、

シ
ャ
ン
ペ
イ
ン
、
シ
カ
ゴ
、
バ
ー
ク
レ
ー
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

同
時
に
、
５
人
の
作
家
が
、

イ
ン
ド
各
地
で
イ
ン
ド
の
人
々
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
作
品
を
制

作
。
イ
ン
ド
で
の
経
験
を
い
か
に

作
品
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
い
く

か
。
ま
た
、
そ
れ
を
イ
ン
ド
の

人
々
は
ど
の
よ
う
に
観
る
か
。
ム

ン
バ
イ
で
開
催
さ
れ
る
成
果
発
表

の
展
覧
会
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で

の
展
覧
会
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。

日本語学習支援サイト
「日本語でケアナビ」を開設しました

７
月
よ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
関

西
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、

看
護
・
介
護
場
面
や
日
本
で
の

生
活
に
必
要
な
日
本
語
学
習
を

支
援
す
る
サ
イ
ト
「
日
本
語
で

ケ
ア
ナ
ビ
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
開
設
し
ま
し
た
。

（w
w
w
.n
ih
on
g
od
ecaren

a
v
i.jp
/

）

和
英
・
英
和
の
辞
書
機
能
と

し
て
約
６
０
０
０
の
語
彙
・
表

現
と
約
２
０
０
０
の
例
文
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
護
・
介

護
現
場
の
基
本
的
な
用
語
以
外

に
も
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
気
持
ち
を
伝
え
る

表
現
が
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、

日
本
人
と
一
緒
に
働
く
人
、
日

本
で
暮
ら
す
人
に
も
役
立
つ
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

例
文
は
初
級
レ
ベ
ル
の
文
型
で

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語

と
英
語
、
ど
ち
ら
の
画
面
か
ら

で
も
利
用
で
き
、
携
帯
電
話
用

の
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。

（n
ih
on
g
od
ecaren

av
i.jp
/

m
o/

）
文
字
入
力
や
50
音
表
か
ら
の

検
索
以
外
に
、
特
徴
と
し
て

「
タ
グ
」
を
使
っ
て
こ
と
ば
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
タ
グ

ナ
ビ
検
索
）。
語
彙
や
表
現
に
共

通
す
る
要
素
を
表
わ
し
た
「
タ

グ
」
を
使
っ
て
こ
と
ば
を
絞
っ

て
い
く
こ
と
で
、
場
面
や
状
況

か
ら
こ
と
ば
を
探
し
た
り
、
特

定
の
場
面
の
語
彙
リ
ス
ト
を
自

分
で
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●会期・会場
10月12日（金）～11月11日（日）

ニューデリー国立近代美術館
11月21日（水）～12月15日（土）

プロジェクト88（ムンバイ）
11月21日（水）～12月5日（水）

チャッタルジー＆ラール・ギャラリー
（ムンバイ）

●アーティスト・イン・レジデンス（10～11月）
木村崇人（ヴィスワ・バラティー国立大学／シャ
ンティニケタン）、小金沢健人（コージ・スタジ
オ／ニューデリー）、ノーヴァヤ・リューストラ
［中野良寿、安原雅之］（オープンサークル・ア
ーツ・トラスト／ムンバイ）、寄神くり（カノー
リア文化センター／アーメダバード）

●出品作家
ニューデリー
石原友明、小金沢健人、祐成政徳、田中敦
子、中川幸夫、平川典俊、三輪美津子、村
岡三郎、村瀬恭子、山口啓介

ムンバイ（予定）
石原友明、木村崇人、小金沢健人、祐成政
徳、田中敦子、中川幸夫、ノーヴァヤ・リュー
ストラ、平川典俊、三輪美津子、村岡三郎、
村瀬恭子、山口啓介、寄神くり

●キュレイター
金井直（信州大学人文学部准教授）

↑「日本語でケアナ
ビ」に登場するキャ
ラクター、ケアくん

第一線で活躍する専門家が講師とし
て、海外の国や地域を多様な視点
から取り上げる連続講座です。9月
からは、中南米理解講座「キュー
バのすべて」、アジア理解講座「イ
ンド・神話と芸能：神々を演じる
人々」、「アジアの人口問題」、中東
理解講座「シリアとレバノンで何が
起きているのか：中東地域情勢の意
味に迫る」を、ジャパンファウンデ
ーション国際会議場(港区赤坂)にて
開講します。詳細は異文化理解講
座事務局（Tel:03-5562-0756／
Fax:03-5562-4423）まで。
www.jpf.go.jp/j/culture_j/topi
cs/lec/

◆

異文化理解講座
（中南米・アジア・中東）
開講のお知らせ

◆

←過去に実施した講座の一部は
「アジア理解講座」シリーズとし
て書籍化
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